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Ｊリーグ、ジェフ市原のコーチで編成された「サッカーおとどけ隊」
が２月５日に高根小学校にやって来ました。
ボールを使っての指導はもちろん、鬼ごっこなど普段の遊びをとお

して、サッカーに必要なチームプレイを教えてくれました。
子どもたちにとって、サッカーの楽しさを感じた１日になりました。
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広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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健康コーナー

みみ んん ななのの

笑顔笑顔

合併問題を考える（十二）

老人保健医療を知っていますか？老人保健医療を知っていますか？

6

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

広報ちょうせい
は毎月１日に新聞折り

込みで配布しています。

役場・保健センター・

福祉センター・文化会館・

中央公民館窓口でも

配布しています

3

２
月
10
日
、
長
柄
町
役
場
で

第
６
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
可
決
さ
れ
た
協
議
事
項

○
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

○
児
童
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

○
保
険
衛
生
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

○
健
康
づ
く
り
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

○
新
市
建
設
計
画
そ
の
２
に
つ

い
て

○
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員

会
運
営
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
事
項
に
つ
い
て

○
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員

会
委
員
の
変
更
に
つ
い
て

○
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員

会
委
員
の
変
更
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
「
長
生
郡
市
合
併

協
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ

る
。
ま
た
、
民
間
企
業
の
経
営

手
法
を
取
り
入
れ
た
、
戦
略
的

な
行
政
を
め
ざ
し
て
体
質
転
換

を
図
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
前
回
の
協
議
会
で
も
質
問

し
た
が
、
一
般
職
の
職
員
は
全

て
新
市
に
引
継
い
で
給
与
に
つ

い
て
は
現
給
を
保
証
し
合
併
時

に
調
整
す
る
と
い
う
提
案
で
あ

っ
た
。
合
併
時
の
職
員
数
は
広

域
を
含
む
と
１
、
９
１
０
人
に

な
る
。
企
業
的
な
戦
略
を
も
っ

て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
依
願
退

職
は
し
な
い
、
リ
ス
ト
ラ
を
し

な
い
、
そ
れ
で
現
給
を
保
証
し

て
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
茂
原
市
の
現
給
に
調
整

し
た
場
合
、
新
市
建
設
計
画
に

書
い
て
あ
る
こ
と
と
、
前
回
の

協
議
会
で
決
め
た
内
容
に
矛
盾

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
事
務
局

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は

10
年
後
を
目
指
し
た
計
画
に
な

っ
て
い
る
。
将
来
に
向
け
て
こ

う
い
う
行
政
運
営
を
し
て
行
き

た
い
と
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、

さ
い
。

●
主
な
質
疑

・
植
草
泰
子
委
員

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
各
市

町
村
の
保
育
料
に
差
が
あ
る
。

合
併
後
に
調
整
と
あ
る
が
母
親

は
と
て
も
関
心
が
あ
る
の
で
、

公
営
に
す
る
の
か
民
営
に
す
る

の
か
、
保
育
料
が
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
か
合
併
前
に
調
整
し

て
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
福
祉
部
会
長

学
童
保
育
の
保
育
料
に
つ
い

て
は
、
そ
の
事
業
形
態
に
よ
り

違
い
が
あ
る
。
民
設
に
つ
い
て

は
保
育
内
容
、
取
り
組
み
内
容

が
違
う
。
公
設
の
場
合
は
、
合

併
時
ま
で
に
統
一
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

・
東
條
藤
夫
委
員

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
新
市
建
設
計
画

の
中
に
、
行
財
政
改
革
を
強
力

に
推
進
し
健
全
な
財
政
構
造
を

確
立
し
て
行
く
。
行
政
内
部
に

お
い
て
は
、
行
政
の
定
員
管
理

や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
図

こ
れ
か
ら
具
体
的
な
も
の
を
つ

め
て
い
き
た
い
。
一
般
職
の
関

係
に
つ
い
て
も
今
後
つ
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
新
市
建
設

計
画
の
方
向
性
に
沿
っ
て
具
体

的
な
計
画
を
作
っ
て
行
く
。

・
東
條
藤
夫
委
員

民
間
企
業
の
経
営
の
手
法
を

取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
民
間
企
業
は
10
年
先
な

ど
見
な
い
。
文
言
を
入
れ
る
の

で
あ
れ
ば
10
年
と
言
わ
ず
に
、

２
年
、
３
年
あ
る
い
は
合
併
す

る
そ
の
時
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
対
応
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
市
民
の
意
向
を
行

財
政
改
革
に
十
分
反
映
し
て
い

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
書
い
て

あ
る
が
、
ど
う
い
う
形
で
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
。

・
事
務
局

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
の
段
階

か
ら
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
十
分
聞
き
な
が
ら
や
っ
て
い

く
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
い
る
。

住
民
の
み
な
さ
ん
が
審
議
会
・

協
議
会
な
ど
に
関
わ
っ
て
そ
の

中
で
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
ま
で
は
行
政
主
導
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
民
・

行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

●
合
併
協
議
会

○
第
７
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

◇
と
　
き

３
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

睦
沢
町
ゆ
う
あ
い
館

◇
傍
聴
席

１
０
０
席

●
小
委
員
会

○
第
６
回
新
市
建
設
計
画

策
定
小
委
員
会

◇
と
　
き

３
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

長
柄
町
役
場

大
会
議
室

○
第
５
回
議
会
議
員
・
農
業
委
員

会
委
員
任
期
等
検
討
小
委
員
会

◇
と
　
き

３
月
16
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

長
柄
町
役
場

大
会
議
室

※
合
併
協
議
会
、
小
委
員
会
は
傍

聴
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

会
議
開
始
15
分
前
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
合
併
協
議
会

（
25
）
７
５
８
８

合
併
問
題
を
考
え
る
（
十
二
）

に
は
、
計
画
か
ら
住
民
の
意
向
を

十
分
に
反
映
し
て
や
っ
て
行
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
６
回
協
議
会
の
報
告

協
議
会
・
小
委
員
会
を

開
催
し
ま
す



窓口での
高額療養費の自己負担限度額

区　　　分
負担割合

外来限度額 外来・入院を合わせた
（個人ごと） 限度額（世帯ごと）

一定以上の所得がある人
（課税所得124万円以上の人
及び課税所得124万円以上の 72,300円＋（総医療費
70歳以上の人と同一の世帯 －361,500円）×１％
に属する人。ただし、単身世 ２割 40,200円 （過去12カ月に４回以上
帯で年収が450万円未満、２ 限度額を超えたときは４
人以上の世帯で637万円未満 回目以降40,200円）
の人は届出により１割負担と
なります。）

一　　　般 １割 12,000円 40,200円
低所得Ⅱ
（世帯員全員が住民税非課税 １割 8,000円 24,600円
である人）
低所得Ⅰ
（世帯員全員が住民税非課税 １割 8,000円 15,000円
で所得がない世帯に属する人）
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75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

の
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の

人
で
国
民
健
康
保
険
、
職
場

の
社
会
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
の
加
入
者
や
そ
の
被
扶
養

者
す
べ
て
が
、
老
人
保
健
医

療
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
平
成
14
年
９
月

30
日
ま
で
に
70
歳
に
な
っ
た

人
（
昭
和
７
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
は
、
引

き
続
き
老
人
保
健
医
療
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
一
定
の
障
害
と
は

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級

が
１
〜
３
級
の
人

②
障
害
年
金
１
〜
２
級
の
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
に
は
次
の

も
の
を
必
ず
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証

・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

・
健
康
手
帳

医
療
を
受
け
た
と
き
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。（
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
人
は
２
割
）

自
己
負
担
金
は
、
収
入
な

ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

低
所
得
に
な
る
ほ
ど
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。（
表
１
参
照
）

忘
れ
ず
に
所
得
の
申
告
を

し
ま
し
ょ
う
。

負
担
を
軽
く
し
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す

ど
ん
な
人
が

対
象
に
な
る
の

老
人
保
健
で

医
療
を
受
け
る
に
は

表１　所得による負担割合の違い

老人保健医療は健康福祉課へ

をを
ま す か？ますか？

こ　ん　な　と　き 必　要　な　も　の

転入したとき 健康保険証

転出するとき 健康手帳　医療受給者証

死亡したとき 健康手帳　医療受給者証

村内で住所を変更したとき 健康手帳　医療受給者証

医療保険を変更及び喪失した 健康手帳　医療受給者証　

とき 健康保険証

65歳以上で一定の障害となっ
健康保険証　印鑑　身体障害

たとき
者手帳または国民年金証書

（障害年金）・診断書

生活保護を受けるようになっ
健康手帳　医療受給者証

たとき

5

１
カ
月
（
暦
月
）
に
同
一

病
院
な
ど
で
保
険
対
象
と
な

る
自
己
負
担
額
が
一
定
の
額

を
超
え
た
と
き
、
そ
の
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て

あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
と
き
に
は
、
通

知
し
ま
す
の
で
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
医
療
は
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
み
ん

な
で
医
療
費
を
出
し
合
う
制

度
で
す
。

老
人
医
療
費
の
う
ち
自
己

負
担
分
以
外
は
、
国
民
健
康

保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

が
負
担
す
る
「
老
人
保
健
拠

出
金
」
が
約
６
割
、
国
や
県

お
よ
び
市
町
村
が
負
担
す
る

「
公
費
」
が
約
４
割
を
負
担
し

ま
す
。

老人保健医療老人保健医療
知ってい知ってい

「
老
人
保
健
拠
出
金
」
は

健
康
保
険
の
保
険
者
と
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者
が
負
担

し
、「
公
費
」
は
み
な
さ
ん
が

納
め
た
税
金
な
ど
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し

た
と
き
で
も
、
老
人
保
健
で

医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き

み
ん
な
が

支
え
て
い
ま
す

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
健
康
福
祉

課
へ
の
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
と
き

に
も
健
康
福
祉
課
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。（
表
２
参
照
）

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

る
た
め
に
は
事
故
証
明
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
軽

症
で
も
、
後
遺
症
害
の
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
警

表２　こんなときも届出が必要です
交
通
事
故
に

あ
っ
た
ら

察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

老
人
保
健
が
一
時
的
に
医

療
費
を
立
て
替
え
、
あ
と
で

加
害
者
な
ど
に
請
求
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

上
手
に
受
診し

ま
し
ょ
う

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
大

病
院
へ
受
診
し
た
り
、
急
病

で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

時
間
外
や
休
日
に
受
診
す
る

と
加
算
料
金
が
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
つ
の
病
気
で

い
ろ
い
ろ
な
医
療
機
関
に
受

診
す
る
と
、
同
種
の
薬
を
重

複
し
て
服
用
し
て
し
ま
い
、

体
に
悪
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
不
必
要
な
受

診
は
し
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

上
手
な
受
診
を
心
が
け
る

こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康

を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
医

療
費
を
節
約
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
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み
な
さ
ん
が
現
在
使
用
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
間
は
、
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
３
月
下
旬
に
新
し
い

保
険
証
を
配
達
記
録
郵
便
に
よ
り
、
各

家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
、
４
月
１
日
以
降
に
返
却
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
回
収
場
所
や
方
法
に
つ
い

て
は
、
保
険
証
郵
送
時
に
お
知
ら
せ
し

野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
た
現
在
で
も
、

川
の
堤
防
や
排
水
路
の
土
手
な
ど
に
焼

却
炉
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
置
い
て
ご
み

の
焼
却
を
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
隣
家
に
迷
惑
が
か
か
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
自
然
環
境
に
多
大
な

る
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

焼
却
炉
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は

速
や
か
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
の
処
理
方
法
に
つ
い
て

は
、
ご
み
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
し
決

め
ら
れ
た
日
に
各
集
積
所
へ
適
正
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

３
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
日
（
日
）

ま
で
、
春
の
全
国
火
災
予
防
週
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
季
節
風
の
影
響
に
よ

り
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
風

の
影
響
で
大
火
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
暖
房
機
具
な
ど
の
取
り
扱
い

に
は
、
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
最
近
、
不
審
火
に
よ
る
火
災
が

多
発
し
、
村
内
の
消
防
団
員
が
夜
警
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
も
家
の

周
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

村
で
は
平
成
16
年
度
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
書
に
記
入

し
て
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
す
る
職
種

左
表
の
と
お
り

◇
募
集
期
間

３
月
２
日
（
火
）
〜
12

日
（
金
）（
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
）

◇
申
込
書
の
請
求
・
受
付

総
務
課
　
　
　
　
（
32
）
２
１
１
１
　

臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課

（
32
）
２
１
１
５撤去をお願いします

そ
の
油
断

火
か
ら
炎
へ
災
い
へ

保
険
証
の
更
新
を

郵
送
で
行
い
ま
す

野
焼
き
は

禁
止
で
す

職　種　 勤務場所 業 務 内 容 勤務日数 年　齢 募集人数

コミュニティ
施設の貸し出し事務、施錠及び清掃

管理・清掃
センター

平日　17時～21時 週3日程度 18歳以上 2～3人
日・祝　9時～17時

清 掃 員 尼ケ台公園
公園内の清掃

毎週月曜日 18歳以上 2人
8時30分～17時

管 理 員 尼ケ台公園
施設の管理および貸し出し事務など

週3日程度 18歳以上 2～3人
平日及び土日　8時30分～17時

管 理 員
体 育 館

施設の管理および貸し出し事務など
週2日程度 18歳以上 2～3人

（昼間） 8時30分～17時
管 理 員

体 育 館
施設の管理および貸し出し事務など

週3日程度 18歳以上 2～3人
（夜間） 18時30分～21時30分
管 理 員

文 化 会 館
施設の管理事務など

週2日程度 18歳以上 2～3人
（夜間） 18時30分～21時30分

図書管理員 文 化 会 館
図書事務など 土、日の

18歳以上 1人
8時30分～17時15分 2日間

一般職員の

事 務 員 文 化 会 館
一般事務 例による

18歳以上 1人
8時30分～17時15分 （原則月曜

が休み）
管 理 員

中央公民館
施設の管理事務など

週２日程度 18歳以上 2～3人
（夜間） 18時30分～21時30分

調 理 員 各小学校
給食の調理

給食実施日 18歳～60歳 7人
8時～16時45分

用 務 員 小 学 校
学校用務

学校開校日 18歳～60歳 2人
7時30分～16時15分
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金
は
人
槽
に
関
係
な
く
４
月
１
日
か
ら

一
律
２
４
０
、
０
０

０
円
に
変
更
に
な
り

ま
す
。（
表
１
参
照
）

●
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
補
助
に
つ
い
て

単
独
浄
化
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
へ
の
転

換
上
乗
せ
補
助
が
、

４
月
１
日
か
ら
新
た

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

補
助
額
は
改
正
前
の
額
＋
転
換
補
助

額
（
１
８
０
、
０
０
０
円
）
で
す
。

○
５
人
槽
の
場
合
の
例

３
５
４
、
０
０
０
円

＋

１
８
０
、
０
０
０
円

※
補
助
金
交
付
申
請
は
本
人
に
限
り
ま
す
。

障害のある人が安心して暮らすことのできる社会をつくるためにはひとりひとりの思いやりが大切です

国民年金保険料は
納付期限内に納めましょう

国民年金保険料の納付期限は翌月末日で

すが、忙しいときや、近くに銀行や郵便局

がないなど、なかなか納めに行けないとき

があるかもしれません。そんな人にお知ら

せです。

①平成16年4月以降発行の納付書から、コ

ンビニエンスストアでも納めることができ

ます。

②安心・便利な口座振替

一度手続きをすれば、毎月の保険料が翌

月末に自動的に引き落としできますので、

納めにいく手間が省け、納め忘れもなく安

心です。また、家族の保険料をまとめて１

つの口座から引き落とすこともできます。

手続きは口座をお持ちの全国の金融機関や

郵便局で。

★手続きに必要なもの

・納付書

・預金通帳

・通帳届出の印鑑

※村の保険年金係では手続きできません

③お得な前納割引

国民年金保険料を前もって一度に納めれ

ば、納め忘れがないのはもちろんのこと、

割引があって大変お得です。

★４月から来年の３月までの１年分を前も

って一度に納めると、割引額は2,830円！

詳しくは社会保険事務所にご相談くださ

い。 043-242-6327
（注）保険料の未納は、社会連帯に基づく基礎

年金制度の根幹にかかわることです。度重なる

納付督励によっても納付義務を果たさず、相当

程度の所得がある場合、差し押さえなどの強制

徴収を行うこともあります。

◇問い合わせ 住民課　　　　　32-2115

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������国民年金 

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理

す
る
合
併
浄
化
槽
の
普
及
を
図
り
、
設

置
す
る
人
に
は
国
、
県
、
村
で
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か

ら
補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
築
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
を
新
設
す
る
場
合
の
補
助

最
近
、
資
源
ご
み
の
出
し
方
が
適
正

で
な
い
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ビ

ン
を
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
時
は
、
と
う

め
い
ビ
ン
、
茶
色
ビ
ン
、
そ
の
他
の
色

ビ
ン
と
い
う
よ
う
に
色
別
に
分
け
て
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
油
類
や
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
類
の
ビ
ン
や
缶
は
中
を
洗
っ

て
も
資
源
ご
み
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

燃
え
な
い
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
衣
類
な
ど

は
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ひ
も
な
ど
で
十
字
型

に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
ご
み
（
燃
え
る
ご
み
・
資

源
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
）

を
遅
れ
て
出
す
人
が
い
ま
す
が
、
必
ず

収
集
日
当
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

摘　要
補助金

区　　分
16年度から

区域など 補助対象
専用住宅および

単独浄化槽
・下水道認可 店舗併用住宅 ○

からの転換
区域を除く村 （居住区分だけ）

（新築・増改
区域内 別荘及び、村内に

築は除く）
住所を有しない人

×

合
併
浄
化
槽
の
補
助

金
額
が
変
わ
り
ま
す

資
源
ご
み
の

出
し
方
に
注
意

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

人　槽 改　正　前 改　正　後
5人槽 354,000円
6～7人槽 411,000円 240,000円
8～10人槽 519,000円

表１　補助金額の改正前後

表２　補助対象などについて
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

熱
気
あ
ふ
れ
る

長
生
む
ら
演
芸
ま
つ
り

第
13
回
親
子
綱
引
大
会
が
、
２
月
15
日

に
村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
積
、

高
根
、
一
松
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
が
集
ま
り
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
低
学
年
の
部

優
勝
　
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
（
八
積
）

２
位
　
チ
ー
ム
ゲ
ッ
ツ
（
高
根
）

３
位
　
本
村
子
供
会
Ｂ
（
八
積
）

○
高
学
年
の
部

優
勝
　
高
根
ウ
ッ
キ
ー
ズ
（
高
根
）

２
位
　
マ
フ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
（
八
積
）

３
位
　
本
村
子
供
会
Ａ
（
八
積
）

２
月
11
日
に
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
「
第
25
回
長
生
む
ら
演
芸

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
な
ど
が
、
各
自
治
会
の
代
表
や
公
民
館
教
室
生
に

よ
り
披
露
さ
れ
、
ホ
ー
ル
は
立
ち
見
客
が
出
る
ほ
ど
満
員
。

文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
公
民
館
教
室
生
に
よ
る
作
品
展
示
な

ど
が
行
わ
れ
、
来
館
者
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

応援するお母さんも力が入ります

力
を
あ
わ
せ
て

親
子
で
綱
引
き

会場が笑顔でいっぱいになりました
古山昌子さん他（小泉南部） おどり「俺ら東京さ行くだ」

田中みどりさん他（上の原）による民謡

特
別
出
演
の
上
杉
香
緒
里
さ
ん陶芸教室による制作実習

9

２
月
３
日
に
保
育
所
で
節
分
の
豆
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
積
保
育
所
で
は
年
少
組
、
年
中
組
、

年
長
組
に
分
か
れ
て
、
豆
の
代
わ
り
に
新

聞
紙
を
小
さ
く
丸
め
た
も
の
で
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
鬼
を
退
治
し
ま
し
た
。

高
根
保
育
所
で
は
赤
鬼
、
青
鬼
が
登
場
。

一
松
保
育
所
で
は
年
長
組
の
子
供
た
ち

が
鬼
に
な
り
、
福
の
神
も
登
場
し
ま
し
た
。

み
ん
な
元
気
よ
く
、
泣
き
虫
鬼
や
な
ま

け
鬼
、
意
地
悪
鬼
を
退
治
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
豆
ま
き

僕たちも鬼を退治しました（八積保育所）

実際に授業で児童に教えます

中
学
２
年
生
が職

場
体
験
を
し
ま
し
た

２
月
５
、
６
日
に
長
生
中
の
２
年
生
１
４
８
人
が
、
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
村
内

外
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
の
仕
事
を
体
験
す
る
事
で
、
そ

の
内
容
や
働
く
人
々
の
様
子
や
考
え
を
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

体
験
場
所
は
、
小
学
校
、
保
育
所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
病
院
な
ど
35
事
業
所
。

消
防
署
で
放
水
訓
練
を
体
験
し
た
生
徒
は
「
思
っ
て
い
た
よ
り
放
水
時
の
水
圧
が
重
か
っ
た
。

こ
れ
を
長
い
時
間
構
え
て
い
る
の
は
、
結
構
大
変
だ
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

朝
か
ら
夕
方
ま
で
職
場
で
働
い
た
２
日
間
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
教
室
で
は
体
験
で
き

な
い
貴
重
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

消防士から消火の指導

保育園では園児と一緒に

商品を並べるのも気を遣います図書室で書架の整理
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健
診
と
予
防
接
種

▽
胃
が
ん
検
診

と
　
き
＝
３
月
２
日
（
火
）

３
日
（
水
）

４
日
（
木
）

５
日
（
金
）

６
日
（
土
）

８
日
（
月
）

９
日
（
火
）

受
　
付
＝
午
前
７
時
30
分
〜

９
時
30
分

▽
一
歳
半
健
診

（
Ｈ
14
年
８
・
９
月
生
）

と
　
き
＝
３
月
10
日
（
水
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

３
月
12
日
（
金
）

19
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容
　
血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分
測

定
・
み
そ
汁
塩
分
測
定
・
保

健
指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
19
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。教

室
の
開
催

虫歯はないかな？（三歳児健診）

▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
　
き
＝
３
月
11
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
15
年
３
・
８
・
11
月
生
）

と
　
き
＝
３
月
17
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

長生村保健衛生推進協議会が、平成15年度千葉県

老人保健事業推進功労知事表彰を受けました。１月

15日、県庁健康福祉部長室において表彰式が行なわ

れ、御園勝子会長が代表として出席しました。

長年の村民に対する保健活動が評価されての栄え

ある受賞であり、今後の推進員活動にも大きな励み

になることと思います。

受
　
付
＝
午
前
９
時
〜
９
時

30
分

献
血
を
実
施
し
ま
す

▽
と
　
き

３
月
26
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
零
時
30
分

※
今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ

ろ
ば
」
は
、
１
日
（
月
）
・

25
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。 表彰を受ける御園会長

11

保健師だより

健康長寿は

足元足元の手入れから手入れから
今月の担当は太田です

○
足
や
つ
め
を
よ
く
見
て

手
入
れ
し
て
ま
す
か
？

足
は
か
ら
だ
を
支
え
る
土
台

で
す
。
足
指
や
つ
め
に
ト
ラ
ブ

ル
が
お
こ
る
と
、
歩
い
た
り
靴

を
履
く
こ
と
が
苦
痛
に
な
り
、

閉
じ
こ
も
り
や
転
倒
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
普
段
か
ら
足
の
手

入
れ
を
し
て
、
異
常
の
早
期
発

見
と
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

○
つ
め
の
役
割

つ
め
は
、
手
足
の
指
の
先
端

を
保
護
す
る
・
指
先
の
力
を
増

加
さ
せ
、
触
感
を
敏
感
に
す

る
・
足
指
の
つ
め
は
足
の
先
端

に
か
か
る
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
全
体

を
支
え
る
役
割
を
は
た
し
て
い

ま
す
。

○
足
に
お
こ
り
や
す
い

ト
ラ
ブ
ル

○○○○
水水水水
虫虫虫虫
（（（（
白白白白
癬癬癬癬
症症症症
））））

白
癬
菌
（
カ
ビ
の
一
種
）
の

感
染
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

白
癬
菌
は
皮
膚
や
つ
め
の
成
分

を
栄
養
と
し
て
繁
殖
し
ま
す
。

湿
り
気
を
好
む
た
め
、
靴
や
靴

下
を
長
時
間
は
く
人
の
足
の
皮

膚
、
足
指
の
間
、
つ
め
な
ど
に

住
み
つ
い
て
感
染
を
ひ
ろ
げ
ま

す
。
感
染
す
る
と
足
指
の
間
や

足
の
裏
の
皮
膚
が
白
く
た
だ
れ

た
り
、
か
ゆ
み
や
水
ほ
う
を
生

じ
ま
す
。
つ
め
に
感
染
す
る
と
、

つ
め
が
濁
っ
た
り
、
肥
厚
や
変

形
、
も
ろ
く
な
る
な
ど
の
症
状

が
お
こ
り
ま
す
。

・・・・
対対対対
応応応応
のののの
仕仕仕仕
方方方方

皮
膚
科
で
抗
真
菌
薬
の
処
方

を
受
け
、
治
療
し
ま
す
。
治
療

は
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
根
気

よ
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○○○○
巻巻巻巻
きききき
づづづづ
めめめめ

つ
め
の
両
側
の
先
端
が
皮
膚

に
く
い
こ
ん
で
炎
症
を
起
こ
し

ま
す
。
靴
に
よ
る
圧
迫
や
肥
満
、

誤
っ
た
つ
め
の
切
り
方
（
丸
く

切
る
、
深
づ
め
な
ど
）
で
お
こ

り
ま
す
。

・・・・
対対対対
応応応応
のののの
仕仕仕仕
方方方方

よ
り
ひ
ど
く
し
な
い
た
め
に
、

正
し
い
つ
め
の
切
り
方
を
し
ま

す
。
重
度
の
巻
き
づ
め
は
医
師

の
治
療
が
必
要
で
す
。

○○○○
タタタタ
ココココ
・・・・
ウウウウ
オオオオ
ノノノノ
メメメメ

タ
コ
は
皮
膚
の
表
面
の
角
質

が
硬
く
な
っ
た
も
の
で
、
靴
と

す
れ
や
す
い
親
指
や
小
指
の
骨

の
突
起
部
分
や
足
裏
な
ど
に
よ

く
で
き
ま
す
。
ウ
オ
ノ
メ
は
壊

れ
た
血
管
な
ど
か
ら
な
り
、
真

皮
に
食
い
込
ん
で
痛
み
や
炎
症

を
起
こ
し
ま
す
。

・・・・
対対対対
応応応応
のののの
仕仕仕仕
方方方方

タ
コ
も
ウ
オ
ノ
メ
も
病
院
で

の
処
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

○○○○
つつつつ
めめめめ
とととと
皮皮皮皮
膚膚膚膚
のののの
間間間間
がががが

肥肥肥肥
厚厚厚厚
しししし
てててて
いいいい
るるるる

入
浴
を
あ
ま
り
し
な
か
っ
た

り
つ
め
を
切
る
回
数
が
少
な
い

と
、
つ
め
と
皮
膚
の
間
に
皮
膚

の
老
廃
物
（
角
質
）
が
た
ま
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
た
ま
っ
た

老
廃
物
に
白
癬
菌
な
ど
が
繁
殖

し
て
厚
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

・・・・
対対対対
応応応応
のののの
仕仕仕仕
方方方方

予
防
や
手
入
れ
と
し
て
、
入

浴
後
な
ど
つ
め
が
柔
ら
か
い
状

態
の
時
に
こ
ま
め
に
つ
め
を
切

り
、
柔
ら
か
い
歯
ブ
ラ
シ
や
つ

め
ブ
ラ
シ
で
つ
め
と
皮
膚
の
間

を
洗
い
ま
す
。

○
足
に
合
う
靴
を

選
び
ま
し
ょ
う

足
や
つ
め
を
傷
め
る
原
因
と

し
て
、
足
に
合
わ
な
い
靴
の
着

用
が
あ
り
ま
す
。
先
端
の
幅
が

細
す
ぎ
ず
、
十
分
な
余
裕
の
あ

る
靴
を
選
ん
で
足
を
い
た
わ
り

ま
し
ょ
う
。

つめの先端の白い部分が１ミリ
程残る程度にまっすぐ切る。

つめ用のやすりで両角を
中央に向かって削る。

※指先に平らなものをあ
てたとき、つめが当たら
ない程度。

くつしたなどにひっか
かると危ないので、つめ
の両角を少しだけ切る。

１１

３３ ２２

つ め の 切 り 方
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

森
川
　
結
衣

栄
治
　
城
之
内

鵜
澤
　
伶
凪

宏
之
　
小
　
橋

福
地

洸

孝
行
　
新
　
田

中
村
　
百
花

孝
伸
　
下
　
村

中
村

翼

浩
一
　
　
驚

田
中
　
大
智

秀
和
　
岩
　
沼

種
田
　
幸
秀

幸
司
　
信
　
友

吉
田

諒

謙
二
　
下
　
村

江
成

葵

康
洋
　
宮
ノ
台

出
生
・
死
亡
（
１
月
受
付
）

ただ今夢中！（ 1 0）

今
月
は
高
根
小
ソ
ー
ラ
ン
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
発
足
し
た
こ
の
サ

ー
ク
ル
は
、
現
在
高
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

男
子
20
人
、
女
子
40
人
が
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

ま
で
高
根
小

体
育
館
で
練

習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

指
導
の
中

心
と
な
っ
て

い
る
佐
々
木

さ
ん
は
「
楽

し
く
踊
れ
る

こ
と
を
常
に

心
掛
け
て
指
導
し
て
い
る
」
と
、

参
加
し
て
い
る
児
童
た
ち
も
口
々

に
「
楽
し
い
、
ず
っ
と
続
け
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
素
晴
ら

し
さ
は
、
多
く
の
人
が
一
つ
に
な

れ
時
に
は
カ
ッ
コ
良
く
、
そ
し
て

美
し
く
見
る
人
に
感
動
を
与
え
ら

れ
る
踊
り
で
す
。

昨
年
は
村
の
盆
踊
り
大
会
や
、

文
化
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
演
芸
ま
つ
り
で
も
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

６
年
生
に
と
っ
て
は
良
き
思
い

出
と
な
る
最
後
の
ソ
ー
ラ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

高根小ソーラン

消防団は、普段は自分の仕事を持ちな

がら地域の安全と安心を守るために活躍

する人たちの集まりで、公的な消防機関

です。

火災や災害時に出動し、地域から信頼

を得ていますが、一方では団員の不足や

高齢化という問題も抱えています。

あなたも地域防災のリーダーとして、

活動してみませんか。

◇入団資格
・長生郡市内に居住の人

・18歳以上の健康な男性

◇問い合わせ　総務課　　　　32-2111

消防団員を募集消防団員を募集

13

取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,424人( - 1)

女　7,505人( - 2)

計 14,929人( - 3)

■世帯数

5,070戸( + 7)

２月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

元
田
　
健
次
　
81
歳
　
七
井
土

治
郎
島
雪
美
　
84
歳
　
中
之
郷

丸
島

誠

49
歳
　
北
中
瀬

古
山
　
ヨ
シ
　
98
歳
　
岩
　
沼

渡
邉
　
敏
夫
　
74
歳
　
新
　
田

矢
部
　
ひ
さ
　
82
歳
　
信
　
友

小
松
サ
サ
ノ
　
80
歳
　
岩
　
沼

長
谷
川
重
治
　
82
歳
　
金
　
田

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

おめでとう
文部科学大臣賞

仲直りの握手

県小中高校書き初め展覧会で、高

根小6年生の中澤有希さんが、最高の

賞である文部科学大臣賞を受賞しま

した。

豆まきを終えて、心を入れ替えた

鬼たちと仲直り。もう悪いことしな

いでね。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

私の夢は、盲導犬の訓練士になるこ

とです。目の悪い人のほうが盲導犬の

数より多いそうです。だから私が訓練

士になって、盲導犬を増やして、困っ

ている人を助けたいです。

古川　結さん

高　根　小

６　年

私の夢は、美容師になることです。

理由は、しょうらいお母さんといっし

ょに、店を出して、明るく楽しく仕事

をしたいと思います。私が美容師にな

るまで母も続けていてほしいです。

宮崎　歩惟さん

八　積　小

６　年
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諸

岡

洋

子

？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
第２回長生村人間ばん馬大会はいつ開催？

１、3月3日　２、4月15日　３、５月3日

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り ３月16日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え ２、平成５年

◇当選者　井下田幸司さん、田中由香さん
田中宏大さん

村の
歴史⑨

人人人人シリーズ

「
ア
ー
ト
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト

は
、
透
明
感
の
あ
る
な
め
ら
か

な
質
感
の
樹
脂
粘
土
と
絵
の
具

な
ど
を
材
料
と
し
た
手
工
芸
の

こ
と
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
ア
ー
ト
ク
レ
イ
ク
ラ

フ
ト
講
師
の
諸
岡
洋
子
さ
ん

（
一
松
新
屋
敷
）。

「
最
も
自
然
に
近
い
花
を
造

形
で
き
る
ア
ー
ト
ク
レ
イ
ク
ラ

フ
ト
の
魅
力
に
惹
か
れ
二
十
数

年
た
ち
ま
し
た
。
も
と
も
と
花

が
好
き
で
、
最
初
は
違
う
素
材

で
花
を
創
作
し
て
い
た
の
で
す

が
、
花
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
や
人
形
な
ど
幅
広
く

作
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
乾
燥

だ
け
で
、
半
永
久
的
に
形
が
変

わ
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
、
諸

岡
さ
ん
。

昭
和
58
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
し
ゃ

れ
工
房
」
の
講
師
で
粘
土
工
芸

作
家
川
口
紀
子
さ
ん
の
門
下
生

と
な
り
、
テ
レ
ビ
局
や
舞
台
装

飾
の
花
な
ど
を
手
が
け
、
昭
和

62
年
に
茂
原
で
教
室
を
立
ち
上

げ
、
現
在
も
長
生
村
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
で
講
師
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
世
界
は
感
性
が
大
事

で
す
け
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
続

け
る
こ
と
が
一
番
大
事
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。
意
欲
が
な
く

な
る
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
長

く
続
け
れ
ば
、
そ
の
人
な
り
の

何
か
が
見
え
て
く
る
と
思
う
の

で
す
」
と
話
し
て
く
ま
し
た
。

今
ま
で
各
地
で
数
多
く
の
展

示
会
を
開
い
て
き
て
ま
し
た

もろおか・ようこ　一松新屋敷生まれ。

昭和58年アートクレイクラフトをはじ

め、その後講師となる。

昭和62年に講師の資格を取得。

昭和62年に茂原市でアートクレイクラ

ラフトの教室を開設。

現在、長生村、茂原市、東金市、木更

津市、君津市など各地で教室を開講。

ア
ー
ト
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
を
ひ
ろ
め
た
い

さ
ん

今
回
は
平
成
11
年
か
ら
現
在

で
す
。

平
成
11
年
に
決
定
し
た
都
市

計
画
は
将
来
に
わ
た
っ
て
「
豊

か
で
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
践
の
た
め
導
入
し
た
も
の

で
す
。

こ
の
計
画
に
併
せ
て
高
根
地

区
の
大
関
堰
景
観
整
備
事
業

（
愛
称：

長
生
ふ
れ
あ
い
さ
ん
ぽ

み
ち
）
を
実
施
し
平
成
12
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

平
成
12
年
は
長
生
村
産
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
愛
称
を
「
む
ら
じ

ま
ん
」
に
決
定
さ
れ
た
年
で
も

あ
り
、
国
勢
調
査
で
長
生
郡
６

町
村
ト
ッ
プ
の
人
口
に
な
っ
た

の
も
こ
の
年
で
し
た
。

21
世
紀
に
な
り
、
平
成
13
年

に
第
４
次
長
生
村
総
合
計
画
が

策
定
さ
れ
村
は
新
し
い
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。

（
平
成
11
年
〜
現
在
）

都
市
計
画
決
定

50
周
年
記
念
事
業
開
催

15

諸
岡
さ
ん
の
作
品

こ
れ
か
ら
の
目
標
・
夢
な
ど

の
質
問
に
「
み
な
さ
ん
と
語
ら

い
の
で
き
る
よ
う
な
花
の
ア
ト

リ
エ
を
持
て
た
ら
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

作ってみよう！

今月の
ケーキ

講師の樫崎さん

ベイクドバナナケーキベイクドバナナケーキ
●材料（21㎝タルト型）
・クリームチーズ・・・・・・・・・・・250ｇ

・砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・60ｇ

・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・２個

・バナナ・・・・・・・・・・・・・・・１本

・プレーンヨーグルト・・・・・・・・・50ｇ

・レモン汁・・・・・・・・・・・・・・小１～２

・薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・大２

・クラッカー（ビスケット）・・・・・・100ｇ

・バター（溶かす）・・・・・・・・・・50ｇ

●作り方
①クラッカーは粉状に砕き、溶かしバターとよく混ぜ、

型の底と側面にしっかり張り付けておく。

②ボウルにレンジで少し柔らかくしたクリームチーズ

を入れ練る。砂糖を加えさらにすり混ぜる。（ダマ

のないように）

③卵を溶いて、②に２～３回に分けて加える。

④別の容器でバナナをつぶしヨーグルト、レモン汁と

混ぜておく。それを③に加えて混ぜ合わせる。

⑤粉をふるいながら加え、粉気がなくなったら型に流

し入れる。180℃のオーブンで35分くらい焼く。

☆作り方に関する問い合わせは、樫崎麻由美さんまで

32-5123

が
、
会
場
づ
く
り
は
基
本
的
に

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
前
向
き
の
姿
勢
で
妥
協

し
な
い
こ
と
を
常
に
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
展
示
会
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
、

ラ
ジ
オ
な
ど
に
取
り
上
げ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
個
人
の
成
功
よ

り
も
全
体
の
成
功
を
心
掛
け
て

い
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
周
囲

の
人
に
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。生

徒
は
現
在
80
人
く
ら
い
い

て
、
生
徒
の
中
に
は
趣
味
と
し

て
楽
し
み
た
い
人
、
技
術
を
向

上
さ
せ
た
い
人
そ
れ
ぞ
れ
を
見

極
め
て
指
導
し
て
い
る
そ
う
で

す
。小

・
中
学
生
対
象
の
講
習
会

で
は
、
子
供
達
の
創
造
力
と
発

想
の
豊
か
さ
に
は
い
つ
も
驚
か

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
諸
岡
さ
ん
は
、「
指

先
を
使
う
こ
と
は
老
化
防
止
に

も
な
る
の
で
高
齢
者
に
も
お
す

す
め
で
き
ま
す
よ
」
と
、
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
て
今
後
の
活

動
も
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

長
生
村
が
合
併
し
て
50
年
、

村
は
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

着
実
な
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。昨

年
、
民
間
主
催
に
よ
る

「
長
生
村
人
間
ば
ん
馬
大
会
」
や

「
長
生
村
盆
踊
り
大
会
」
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
村

の
50
周
年
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

現
在
、
長
生
郡
市
７
市
町
村

で
合
併
に
つ
い
て
の
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、

全
て
の
住
民
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
す
こ

と
が
、
長
生
村
の
指
針
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
ま
ち
づ
く

り
は
進
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

（
今
回
で
村
の
歴
史
は
最
終
回
で
す
）

50周年記念式典
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生生生生涯涯涯涯学学学学習習習習
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

１
日
と
15
日

（
第
１
・
第
３

月
曜
日
）
は
、

体
育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・

薮
塚
球
技
場

は
、
休
館
（
休

場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

６
（
土
）
・

13
日
（
土
）
・
27
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

長
生
村
人
間
ば
ん
馬
大
会
実
行
委

員
会
で
は
、
今
年
も
「
人
間
ば
ん
馬

大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
大
会

は
、
体
力
と
気
力
、
そ
し
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
互
い
の

力
を
競
い
合
い
、
か
け
が
え
の
な
い

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
郷
土
愛
を
育
む

と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）

集
　
合
　
午
前
８
時
30
分

ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

◇
と
こ
ろ

長
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
隣
接
特
設
会
場

◇
内
　
容

丸
太
を
積
ん
だ
ソ
リ
を

チ
ー
ム
（
５
人
ま
た
は
７
人
）
で
引

平
成
16
年
度
公
民
館
・
体
育
館
教

室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
20
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
水
）

ま
で
、
中
央
公
民
館
で
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
生
徒
の
募
集
受
付

を
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
折
り
込
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
回
人
間
ば
ん
馬

大
会
参
加
者
募
集

第第第第

民
館
・
体
育
館

教
室
の
生
徒
募
集

公公公公

上
総
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長

平
田
義
範
）
で
は
毎
年
、
青
少
年
健

全
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
団
体

活
動
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
１
月
24
日
に
文
化
会
館

に
お
い
て
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
主
な
内
容

○
長
生
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
少
年
軟
式

野
球
ク
ラ
ブ
）
に
ボ
ー
ル

○
長
生
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
ミ
ニ
バ
ス

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

ララララ
き
、
勝
敗
を
競
う
。
チ
ー
ム
編
成

は
５
人
引
き
で
監
督
・
ぎ
ょ
者
・
交

代
選
手
を
含
め
て
８
人
ま
た
は
９
人
、

７
人
引
き
で
10
人
ま
た
は
11
人

◇
参
加
費

１
人
　
２
０
０
円

（
小
・
中
学
生
は
無
料
）

◇
締
め
切
り

４
月
15
日
（
木
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
生
村
人
間
ば
ん
馬
大
会
事
務
局

吉
久
　
　
　
　
（
32
）
５
０
６
５

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

※
入
賞
チ
ー
ム
に
は
賞
金
、
賞
品
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
折
り
込
み
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
に
ゲ
ー
ム

用
ゼ
ッ
ケ
ン

○
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
に
は
、

そ
ば
打
ち
教
室
に
必
要
な
物
品
並
び

に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
な
ど
に
使

用
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン

今年もやります、人間ばん馬大会

ライオンズクラブよりいただきました
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二
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

梅
咲さ

き
て
心
の
ゆ
と
り
貰
ひ
け
り

井
下
田
　
き
よ

寒
い
冬
を
こ
し
て
梅
が
チ
ラ
チ
ラ
咲
い
て
来
ま
し
た
。
健
気
な

梅
、
見
て
い
る
と
寧
ら
か
な
幸
せ
を
感
じ
る
の
で
し
た
。

大
人
靴
履
い
て
き
げ
ん
の
春
立
つ
日

市
原
　
正
子

暖
か
な
日
に
外
へ
出
て
行
く
ひ
孫
が
は
ら
は
ら
す
る
私
を
し
り

目
に
大
き
な
靴
を
履
い
て
ご
き
げ
ん
で
す
。

愛
犬
と
海
を
見
て
い
る
受
験
の
子

米
倉
　
安
糸

孫
が
今
年
高
校
受
験
を
ひ
か
え
て
、
毎
日
不
安
と
希
望
を
胸
に

過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
愛
犬
と
海
が
自
分
を
解
っ
て
く
れ
る

よ
う
で
す
。

集
合
し
す
ぐ
に
解
散
寒
雀

井
上
　
道
子

空
畑
に
集
ま
る
雀
を
見
て
い
る
と
い
つ
も
集
団
行
動
を
と
っ
て

い
る
。
す
ぐ
飛
び
立
つ
な
ら
集
ま
る
こ
と
も
な
い
の
に
と
思
う
。

大
好
き
な
草
　
剛
恋
の
猫

鵜
沢
　
よ
し
え

大
好
き
な
草
　
剛
の
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た
ら
庭
で
猫
が
鳴
い
て

通
り
ま
し
た
。
も
う
猫
の
恋
の
季
節
だ
と
思
い
ま
し
た
。

初
日
影
寝ね

る
嬰こ

に
そ
っ
と
頬
よ
せ
て

河
野
　
富
子

す
や
す
や
と
無
心
に
寝
る
嬰こ

に
初
日
が
射さ

し
可
愛
い
さ
に
頬
ず

り
し
て
抱
き
し
め
て
や
り
た
い
思
い
で
す
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

少
年
武
道
大
会
の

結
果
を
報
告

青青青青
１
月
12
日
、
財
団
法
人
日
本
武
道

館
主
催
に
よ
る
青
少
年
武
道
大
会
が

生
歩
こ
う
会

３
月
の
例
会
案
内

長長長長
花
信
し
き
り
に
至
る
こ
ろ
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
春
の
花
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
に
我
孫
子
、
手
賀
沼

周
辺
を
歩
き
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
20
日
（
土
）

茂
原
駅
午
前
７
時
27
分
発
乗
車
（
千

葉
駅
で
快
速
九
里
浜
行
に
乗
換
え
）

◇
交
通
費

２
、
３
０
０
円
（
ホ
リ

デ
ー
パ
ス
使
用
）

◇
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
我
孫
子
駅

→

手
賀
沼
公
園→

手
賀
沼
大
橋

→

五
本
松
公
園→

Ｊ
Ｒ
湖
北
駅

（
約
８
km
）

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
以
外
２
０
０
円

（
保
険
代
と
し
て
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
、
雨
具
、
保
険
証

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永
　
　
　
　
（
32
）
５
８
３
０

勝
浦
市
日
本
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
生
剣
心
会
で
は
、
小
学
生
の
部

（
団
体
戦
）
に
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
８

人
が
参
加
し
、
全
20
チ
ー
ム
参
加
中

総
合
３
位
の
成
績
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
試
合
は
６
年
生
に
と
っ
て

小
学
校
生
活
の
よ
い
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
長
生
剣
心
会
で
は
、
ク
ラ

ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

市
原
　
　
　
　
（
32
）
２
８
２
６

総合３位になりました
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ブックスタート
ボランティア募集

7カ月乳児健診時、赤ちゃんに絵

本を手渡す活動の手伝いをしてい

ただけるボランティアを募集して

います。赤ちゃんに絵本を読んで

あげたり、保護者に絵本を介した

ことばかけの大切さを伝えたりし

ます。

◇活動日 毎月1回平日に実施（時

間帯など詳細は後日通知）

◇ところ 保健センター

◇募集人数 10人

◇年　齢 18歳以上

◇申込方法 文化会館にて受付

◇問い合わせ 文化会館

32-5100

文化会館　　32ｰ5100

ケ
モ
ン
を

ゲ
ッ
ト
だ
ぜ

ポポポポ
千
年
に
一
度
の
彗
星
の
夜
に
サ
ト

シ
＆
ピ
カ
チ
ュ
ウ
た
ち
が
繰
り
広
げ

る
、
愛
と
勇
気
と
感
動
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。

◇
題
　
名

「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

〜
ア
ド
バ
ン
ス
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
〜
」
七
夜
の
願
い
星
ジ
ラ
ー
チ

◇
と
　
き

３
月
14
日
（
日
）

１
回
目
　
開
場
　
午
前
９
時
30
分

開
演
　
午
前
10
時

２
回
目
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

開
演
　
午
後
２
時

◇
入
場
料

前
売
券
４
０
０
円

当
日
券
５
０
０
円

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇

○
「
春
の
星
座
」

○
「
３
・
２
・
１
・
０
！
出
発
進
行

ぼ
く
ら
の
宇
宙
旅
行
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」

◇
ス
ト
ー
リ
ー

カ
ン
カ
ン
カ
ン
！
お
お
ぼ
ら
ふ
き

の
お
お
ぞ
ら
博
士
、
今
日
も
新
し
い

図
書
室
と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
く
り
く
り
ブ
ッ
ク
」
に
よ
る
親

子
で
楽
し
め
る
お
は
な
し
会
を
行
い

ま
す
。
す
ば
な
し
や
紙
芝
居
、
絵
本

な
ど
春
に
ち
な
ん
だ
お
話
を
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
27
日
（
土
）

午
後
２
時
30
分
よ
り
30
分
間

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
和
室

◇
対
　
象

４
歳
く
ら
い
か
ら
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

◇
定
　
員

40
人
（
先
着
順
）

◇
申
し
込
み

当
日
30
分
前
よ
り
和

室
で
受
け
付
け
。
事
前
の
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

発
明
に
夢
中
で
す
。
完
成
し
た
ば
か

り
の
宇
宙
船
の
操
縦
装
置
は
な
ん
と

ダ
ー
ツ
！
ド
ー
ム
そ
の
ま
ま
の
宇
宙

船
は
み
な
さ
ん
を
乗
せ
て
最
初
の
目

的
地
、
太
陽
へ
。
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
、

は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
の
宇
宙
旅
行
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※
３
月
２
日(

火)

・
４
日(

木)

は
番

組
入
替
の
た
め
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

お
休
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
春
番
組
は
３
月
６
日(

土)

よ
り
上
映
開
始
予
定
で
す
。

春春春春
のののの

おおおお
はははは
なななな
しししし
会会会会
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名　
オドオドの頃を過ぎても　　　　　　　阿川　佐和子

底のない袋　　　　　　　　　　　　　　青木　　玉

眼球の毛　　　　　　　　　　　　　　　青来　有一

百の旅千の旅　　　　　　　　　　　　　五木　寛之

私小説　　　　　　　　　　　　　　　岩井　志麻子

十三の冥府　　　　　　　　　　　　　　内田　康夫

新・地底旅行　　　　　　　　　　　　　奥泉　　光

豆腐小僧双六道中ふりだし　　　　　　　京極　夏彦

雪ひらく　　　　　　　　　　　　　　小池　真理子

啓順地獄旅　　　　　　　　　　　　　　佐藤　雅美

走る男　　　　　　　　　　　　　　　　椎名　　誠

逃避行　　　　　　　　　　　　　　　　篠田　節子

いじん幽霊　　　　　　　　　　　　　　高橋　克彦

父の縁側、私の書斎　　　　　　　　　　檀　　ふみ

巨眼の男西郷隆盛1･２･３ 津本　　陽

異国の狐　　　　　　　　　　　　　　　東郷　　隆

ジャージの二人　　　　　　　　　　　　長島　　有

夜盗　　　　　　　　　　　　　　　　なかにし　礼

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
烈火の月　　　　　　　　　　　　　　　野沢　　尚

老いること暮らすこと　　　　　　　　　平岩　弓枝

左腕の猫　　　　　　　　　　　　　　　藤田　宜永

縛られた金融政策　　　　　　　　　　　藤井　良広

看守眼　　　　　　　　　　　　　　　　横山　秀夫

ひきこもり文化論　　　　　　　　　　　斉藤　　環

リビング・ヒストリー　　　　　　ヒラリー・ロダム・　

クリントン

ディベートのすすめ　　　　　　　　　　望月　和彦

いまこそ知りたい自衛隊のしくみ 加藤　健二郎

こぐれひでこの発見！郷土食　　　　　こぐれひでこ

草花とともだち　　　　　　　　　　　　下田　智美

きみの味方だ！

子どもの権利条約３・４　　　　　　　　林　　量俶

時計の大研究　　　　　　　　　　　　　織田　一朗

おじいちゃんは遊びの名人　　　　　　　多田　千尋

おばあちゃんは遊びの達人　　　　　　　多田　千尋

まねっこあかあおきいろ　　　　　　せべ　まさゆき

豊
か
な
は
ず
の
日
本
で
、

い
き
い
き
と
し
た
日
々
の
暮

ら
し
や
す
く
す
く
と
育
つ
た

め
の
社
会
基
盤
も
奪
わ
れ
、

心
身
の
異
変
に
苦
し
ん
で
い

る
こ
ど
も
た
ち
。
体
温
異
常

や
夜
更
か
し
・
テ
レ
ビ
漬
け

な
ど
の
生
活
破
壊
＝
ラ
イ
フ

ハ
ザ
ー
ド
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
再
生
の
可
能
性
を
探

る
。

こどもたちの
ライフハザード
滝井　宏臣

知識ゼロからの
仏像鑑賞入門

瓜生中「
如
来
」
と
「
菩
薩
」
ど

こ
が
違
う
？
今
や
、
一
大
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
仏
像
鑑

賞
に
必
要
な
知
識
を
解
説
。

仏
像
の
由
来
・
種
類
・
形
・

見
分
け
方
を
徹
底
ガ
イ
ド
。

巻
末
に
「
全
国
仏
像
拝
観
ガ

イ
ド
」
も
掲
載
。

入りました

十二支のはじまり 赤坂　三好

秘密 東野　圭吾

私は薬に殺される 福田　　実

日本人も知らない日本酒の話

ジョン・ゴントナー

お金がなくても平気なフランス人

お金があっても不安な日本人

吉村　葉子

輝ける日 ダニエル・スティール

リクエ トス 本 が
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

相談・健診が
廃止になります

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

大凧揚げ
フェスティバル

ながいき味噌
販売しています

今月の納税予定はありませんが

今までの納納納納めめめめ忘忘忘忘れれれれががががなななないいいいかかかか
確認をお願いします！

ながいき味工房では新味噌の販

売を行なっています。

・１kg詰め　１袋　600円

・５kg詰め　１桶　3,000円

※その他ご用命にも応じます

郡内産の大豆と地元の白米を使

用しております。

◇注文・問い合わせ
尼ヶ台直売所　　　　32-5237

※日曜祭日当番医は変更となる場合がありますので
ご了承ください。

日本各地から大凧が集まりま

す。また、凧作り教室に参加して

自作凧をあげてみませんか？その

他楽しいイベントもあります。

○凧作り教室

◇と　き 4月4日（日）午前9時

～12時

4月10日（土）午前9時～正午

◇ところ ４日　長生村体育館

10日　太陽の里「マーレ」太陽

の里本館左隣

※凧作り教室の参加申込は特に必

要としませんが、４日は先着100

組、10日は先着50組とさせてい

ただきます。（参加費600円／組）

また、参加者は凧に絵をかくた

めの色マジックなどを持参してく

ださい。

○自由凧揚げ

◇と　き ４月10日（土）午前

10時～午後3時

◇ところ 長生フットボールパー

クサッカー場横（北側）

○凧揚げ大会

◇と　き　4月11日（日）午前10

時～午後3時

◇ところ 長生フットボールパー

クサッカー場北側

◇内　容 全国凧揚げ名人大会、

いなさ太鼓、スポーツダンス、

25ｍの大凧が空を舞います

◇主　催 ながいきの里大凧凧揚

げフェスティバル実行委員会

◇問い合わせ 実行委員会事務局

熊澤　　　　32-5757

これまで保健所で行ってきた

「一般健康相談」及び「事業所健

診」については、平成16年３月を

もって廃止となります。

◇問い合わせ
茂原保健所疾病対策課

22-5167

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

3・7
長生診療所 長生内科神経内科 山之内病院

32ｰ3303 24ｰ7752 25ｰ1131

3・14
長生八積医院 長生病院 高田整形外科

32ｰ3282 34ｰ2121 22ｰ0111

3・20
内山医院 宮山医院 茂原機能クリニック

42ｰ2062 22ｰ4873 25ｰ7755

3・21
津谷クリニック 鈴木医院 森川病院

32-5645 22ｰ2630 25ｰ2510

3・28
よねもと整形外科 吉田医院 宍倉病院

40ｰ1065 34ｰ3045 24ｰ2171
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

公共駐車場を
ご利用ください

茂原駅南口公共駐車場は、駅南

口ロータリーに面し、駅まで徒歩

２分、６階７層の自走式で約250

台を収容できる、機械化無人式の

駐車場です。

利用方法は入場時に入口で駐車

券をお取りいただき、出場時は事

前精算機、または出口精算機に駐

車券を入れて、料金を投入し精算

していただく方式です。

◇基本料金 30分100円（３時間

をこえると割引きがあります）

◇営業時間 24時間出入り可能

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 3月15日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 3月21日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 3月15日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 3月19日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 3月15日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎週月曜日午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支所 42-3515

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談 人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。（当日も受け付けします）

寄　附
下記のとおり防犯灯を寄附

していただきました。

ご寄附いただいた防犯灯な

どは、有効活用させていただ

きます。

防犯灯５基
東京電力株式会社

茂原営業センター　様

村では、障害者が外出する際に

タクシーを利用した場合、料金の

一部を助成する制度を実施してい

ます。

利用希望者には平成16年度分の

利用券を発行しますので、申し込

んでください。

◇対象者 身体障害者で、障害の

程度が１～３級の人

知的障害者で、障害の程度が

重度（療育手帳 及びＡ）の人

◇申し込みに必要なもの 印 鑑 、

身体障害者手帳又は療育手帳、

郵便局以外の預金通帳

◇助成額 １回に1,000円を限度、

ただし料金が1,000円未満の時

はその額

◇利用回数 申し込みのあった月

から年度末までの月数×２回まで

◇利用できるタクシー 南総、東

洋、あづま、都、日の丸エース

ご存知ですか
福祉タクシー

タクシー（以上茂原市）・日の

丸タクシー（一宮町）・白子タ

クシー（白子町）

※16年度より介護タクシーすが

（茂原市）が新たに加わります。

◇問い合わせ 健康福祉課

32-2112

A

・便利でお得な回数券、プリペイ

ドカードも販売しています。

・１台13,500円で定期駐車も受け

付けています。

◇申し込み・問い合わせ
茂原市都市部都市計画課

23-2111

茂原市のホームページからも詳

しい情報がご覧になれます

http://www.city.mobara.chiba.jp/



梅の花もほころび、少しづつ
暖かくなってきて気分も和らい
できました。
我家のお雛様も久しぶりに登
場し、子どもたちも大喜びです。
でも、毎日少しずつ人形たち
の顔や着物に変化が。まあ、元
気が一番ということで大目にみ
ましょう。

（や）

友だちがリコーダ
ーを吹いている絵で
す。腕の影の付け方
に苦労しました。

八積小
（４年生）

造花などの材料を
組み合わせて、自然
界を効果的に表現し
ました。

長生中
（３年生）

下田倫也くん

平成16年3月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

お姉ちゃんと遊ぶのが大好き。

テレビに合わせて踊るのも大好き

な彩乃です。

平成15年３月22日生
父・高橋　弘、母・由美さん

彩 乃
の

ちゃん（金田）

元気いっぱいのいたずらもので

す。たべることと歌を聞くことが

大好きです。

平成15年３月20日生
父・石井　英樹、母・綾子さん

勇 伍
ご

ちゃん（南中瀬）

」

。

バラ科の落葉高木。
葉は卵形で縁に細かいぎざぎざ
がある。梅の一品種。早春、葉より先に
濃い桃色の花が咲く。
中国原産で、古くから庭木などにして、親しまれています。

（撮影地：岩沼）

紅 梅

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

多田佳世 さん

踏み切りの絵を
かきました。手前
の遮断機の色使い
に、苦労しました。

一松小
（５年生）

諸岡大和くん

この広報は再生紙を使用しています。


